
令和７年度入学試験（後期日程） 

化 学 

出題意図及び解答例 

 

問題 １ 

 

出題意図 

二酸化炭素を題材に状態図の見方や各状態における相の理解について基礎的知識を

問うた。また、低温で固体状態を示す二酸化炭素を通して固体の結晶構造に関する知

識を、身のまわりで広く利用されている無機物との反応性について平衡移動の観点か

ら理解できるかの能力を問うた。 

 

 

解答例 

(1) 略 

(2) 
ア 三重点 イ 5.268 ウ 臨界点 
エ 超臨界状態／流体 オ 昇華 カ 融解 

(3) I2, C10H8 
(4) 4 個 1.7 g/cm3 
(5) CaCO3 + 2HCl → CaCl2 + H2O + CO2 
(6) CO2 + H2O ⇆ H+ + HCO3‒ 

(7) 
化学反応式 CaCO3 + H2O + CO2→ Ca(HCO3)2 沈殿物 CaCO3 

沈殿物が⽣じる理由：略 

※記述問題の正答例は開⽰していません。 

 

 

  



問題 ２ 

 

出題意図 

希薄溶液の凝固点降下に関する基礎的な知識を問うた。 

冷却曲線の図から凝固点降下の値や、温度変化の傾向の理由を説明できるかを問うた。 

凝固点降下度の値から、溶質の分子量や酸の電離度を計算する能力を試した。 

 

 

解答例 

(1) ア 凝固点降下 イ 物質量（または個数） ウ モル凝固点降下 
(2) ΔTf ＝ Kf m 

(3) 図：略  凝固点  −2.3℃〜−2.0℃ 
(4) 略 
(5) 導出過程：略 答：  M = (Kf × x) / (y × ΔTf ) 
(6) 計算過程：略 答：  3.4 ×102  
(7) (a) 計算過程：略 答：  2.0 ×10−1 mol/kg 
 (b) 計算過程：略 答：  3 ×10−2  
(8) 略 

※記述問題の正答例は開⽰していません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問題 ３ 

 

出題意図 

分子式が同一のアルコールおよびエーテルを題材として，それらの構造と化学的性質

の関係について問うた。また，実験結果から分子式を決定する方法についての問題を

課することで, その方法を正確に理解できているかを問うた。なお，本問題は広島大

学の 2014 年前期・化学の問 3 を題材とし，一部改変したものである。 

 

 

解答例 

(1) 
a) ア：ソーダ⽯灰  イ：塩化カルシウム 
b) イ 
c) 略 

(2) C4H10O 

(3) ②：H2  ③：CO2 

(4) 
B： CH3－CH－CH2－OH 

CH3   

F： CH3－CH2－CH2－O－CH3        

(5) 
   

(6) C 

(7) CH3－CH2－CH2－CH2－OH 

(8) C 

※記述問題の正答例は開示していません。 

 

 

 

 

 

  



問題 ４ 

 

出題意図 

代表的な機能性高分子であるイオン交換樹脂について，構造や性質について基礎的な

知識を問うた。また，イオン交換反応に関連した計算を取り上げ，計算力を問うた。 

 

解答例 

※記述問題の正答例は開示していません。 

 

 

 

 

 

 

 

(1) ア  ス ル ホ ン  イ ⽔ 素 イ オ ン ， H+ ウ  陽 イ オ ン  

エ  ナ ト リ ウ ム イ オ ン ，Na+ オ ⽔ 酸 化 物 イ オ ン ， OH- カ  陰 イ オ ン  

キ  塩 化 物 イ オ ン ， Cl-   

(2) 
①   CH2=CH−  ②  CH2=CH―    ― CH=CH2 ③  ― SO3H 

(3) 計 算 過 程 ： 略    答  9.1 個  

(4) 計 算 過 程 ： 略    答  0.15 mol/L 

(5) C 

(6)   略  
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